
平
成
16
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
安

心
と
活
力
を
与
え
る
積
極
予
算
で
あ

る
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
確
立

は
、
地
方
分
権
時
代
で
は
、
益
々
重

要
に
な
っ
て
お
り
、
競
走
事
業
で
前

年
度
比
40
％
増
の
７
億
円
の
繰
入
れ

を
見
込
め
た
こ
と
は
、
評
価
す
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
自
転
車
駐
輪

場
の
改
善
、
不
登
校
対
策
の
強
化
を

は
じ
め
と
す
る
教
育
行
政
の
充
実
、

そ
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
充

実
な
ど
、
市
の
前
向
き
な
姿
勢
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

効
率
的
な
行
政
経
営
を
基
本
と
し
、

市
制
50
周
年
に
当
た
る
こ
の
年
を
本

市
の
未
来
に
お
け
る
礎
と
な
る
よ
う
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
政

策
と
し
て
実
現
す
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
意
見
と
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

本
予
算
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
、
大
き
く
前
進
す
る
た
め
の
必

要
な
施
策
に
、
重
点
的
か
つ
積
極
的

に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
が
編
成
さ

れ
、
﹁
心
ふ
れ
あ
う
緑
ゆ
た
か
な
住

み
よ
い
ま
ち
﹂
の
実
現
に
向
け
た
も

の
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
厳
し
い
市
税
収
入
の

中
で
も
前
年
に
引
き
続
き
、
都
市
計

画
税
の
税
率
を
１
０
０
分
の
０
・
２

と
し
、
市
民
の
税
負
担
の
緩
和
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
新
た
に
20
事

業
を
立
ち
上
げ
、
27
事
業
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
26
事
業
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
こ
た

え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
意
見
と
す
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

平
成
16
年
度
の
主
な
新
規
事
業
と

し
て
、
子
育
て
支
援
中
核
施
設
や
新

図
書
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
50
年

先
を
見
据
え
た
時
、
本
当
に
市
民
の

た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の
参
加
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
市
民
と
の

協
働
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
施
政
方

針
が
必
要
と
思
う
が
、
現
状
で
は
、

市
民
と
行
政
の
間
に
認
識
の
差
が
大

き
く
、
プ
ロ
セ
ス
が
一
方
的
と
の
市

民
の
不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。

　

今
回
の
16
年
度
予
算
は
、
市
民
と

の
協
働
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
大
き
な
課
題
を
残
す

も
の
と
考
え
、
本
年
度
予
算
に
反
対

す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

国
は
、
国
民
の
家
計
収
入
が
減
少

し
、
消
費
が
一
層
冷
え
込
む
中
、
年

金
保
険
料
の
引
上
げ
等
の
際
限
の
な

い
国
民
負
担
増
を
推
し
進
め
、
市
民

生
活
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
は
、
都
の
切

下
げ
に
便
乗
し
た
指
定
疾
病
者
福
祉

手
当
の
削
減
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
図
書

館
建
設
も
、
運
営
を
含
め
た
導
入
可

能
性
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
コ
ス
ト
だ
け
で
は
比
較
で
き
な

い
側
面
を
多
く
持
つ
図
書
館
業
務
運

営
の
委
託
化
は
、
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に
目
を
向

け
た
市
政
運
営
へ
の
切
替
え
を
求
め
、

本
年
度
予
算
に
反
対
す
る
。

委
員　

本
市
に
は
、
例

年
、
国
有
資
産
等
所
在

市
町
村
交
付
金
が
交
付

さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

15
年
４
月
に
日
本
郵
政

公
社
が
設
立
し
た
こ
と

に
伴
い
、
同
公
社
の
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
取
扱
い
と

な
る
か
。

資
産
税
課
長　

従
来
、

郵
政
事
業
関
係
の
固
定
資
産
税
は
非
課

税
と
な
っ
て
お
り
、
官
舎
等
は
、
民
間

法
人
が
所
有
す
る
社
宅
等
と
同
様
の
使

用
形
態
で
あ
る
と
、
交
付
金
が
交
付
さ

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
公
社
設
立
に
伴
い
、
16
年

度
か
ら
官
舎
等
は
、
固
定
資
産
税
を
課

税
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
市
内
に
あ
る
武
蔵
府
中
郵
便

局
と
東
京
多
摩
郵
便
局
の
２
ヶ
所
に
つ

い
て
は
、
納
付
金
と
し
て
納
付
す
る
こ

と
と
な
る
。

委
員　

市
長
の
公

約
の
中
に
、
平
成

16
年
度
、
新
た
に

実
現
す
る
も
の
と

し
て
、
市
役
所
窓

口
の
休
日
開
庁
が

あ
る
が
、
そ
れ
に

伴
う
経
費
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　

ま
た
、
具
体
的

に
開
庁
を
行
う
曜

日
や
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

管
財
課
長　

休
日
開
庁
に
伴
う
経

費
は
、
庁
舎
総
合
管
理
委
託
料
及

び
電
気
料
で
、
９
４
７
万
９
千
円

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

企
画
課
長　

開
庁
日
と
し
て
は
、

土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の
う
ち
で

月
２
回
程
度
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
開
庁
の
範
囲
と
し
て
は
、

本
庁
を
前
提
と
し
、
総
合
窓
口
課

及
び
納
税
課
の
業
務
を
中
心
に
、

現
在
進
め
て
い
る
。

委
員　

小
・
中
学

校
の
算
数
と
数
学

の
授
業
に
少
人
数

指
導
が
導
入
さ
れ

る
が
、今
後
、他
の

教
科
に
拡
大
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
保
護
者

の
間
で
不
安
が
持

ち
上
が
っ
て
い
る

と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

指
導
室
長　

他
教
科
に
つ
い
て
は

算
数
、
数
学
の
少
人
数
指
導
の
成

果
を
見
極
め
た
上
で
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
各
学
校
が
１
年
間
の
教
育
課

程
の
計
画
を
編
成
し
て
い
る
。
そ

の
教
育
課
程
が
、
３
月
中
旬
に
提

出
さ
れ
る
た
め
、
保
護
者
へ
の
説

明
等
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、

各
学
校
４
月
当
初
の
保
護
者
会
で

少
人
数
指
導
等
の
趣
旨
は
十
分
徹

底
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

平
成
16
年
度
予
算
で
は
、
市
営

住
宅
の
住
宅
使
用
料
の
対
象
戸
数
が
昨

年
度
に
比
較
し
て
20
戸
減
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
の
駐
車
場
に
空
き

が
あ
る
場
合
、
住
宅
に
入
居
し
て
い
な

い
人
で
も
利
用
で
き
る
か
。

住
宅
勤
労
課
長　

若
松
町
住
宅
の
建
替

え
を
し
て
お
り
、
使
用
料
収
入
が
見
込

め
な
い
の
で
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
た

数
字
で
予
算
を
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
駐
車
場
は
、
国
や
都
か
ら
補

助
金
が
出
て
い
る
の
で
、
今
す
ぐ
空
い

て
い
る
駐
車
場
を
市
民
に
開
放
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
都
営
住
宅
の
一
部
で

は
対
応
し
て
い
る
と
聞
く
の
で
、
今
後

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

大
国
魂
神
社
の
境
内
に
あ

る
既
存
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
老
朽

化
が
激
し
く
、ま
た
、目
立
た
な
い

場
所
に
あ
る
こ
と
な
ど
で
、
建
替

え
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
予
算
書
を
見
る
と
、

２
か
年
事
業
で
、
約
７
９
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

最
初
は
、
ト
イ
レ
の
改
修
の
み

と
思
っ
て
い
た
が
、
観
光
案
内
所

や
会
議
室
の
併
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

　

な
ぜ
、
案
内
所
や
会
議
室
が
必

要
な
の
か
聞
き
た
い
。

産
業
経
済
課
長　

府
中
市
観
光
協

会
の
中
に
30
人
の
観
光
案
内
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
り
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
人
た
ち
が
、
観
光
客
に
情

報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
、
案
内

所
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
予

算
計
上
を
し
た
。

日 本 郵 政 公 社

 固定資産税の取扱いは

市
営
住
宅
使
用
料

　

対
象
戸
数
減
の
理
由
は

市役所窓口の休日開庁

　　　そ の 内 容 は

算数、数学の少人数指導

　　他の教科への導入は

神
社
内
の
公
衆
ト
イ
レ

  

観
光
案
内
所
の
併
設
は
必
要
か

花
蓮
保
存
普
及
費

　

  

16
年
度
の
内
容
は

▲蓮を観る会から　

委
員　

平
成
16
年
度
の
予
算
に
、

緑
化
対
策
費
の
花
蓮
保
存
普
及
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
寿
中
央
公
園
に
あ
る
ひ

ょ
う
た
ん
池
に
も
、
蓮
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
が

散
乱
し
、
汚
れ
て
い
る
と
い
う
声

を
聞
く
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

毎

年
７
月
に
、
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

修
景
池
で
開
催
し
て
い
る
﹁
蓮
を

観
る
会
﹂
の
事
業
経
費
、
そ
し
て

修
景
池
と
寿
中
央
公
園
で
栽
培
し

て
い
る
30
種
類
の
蓮
の
維
持
管
理

経
費
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
池
は
16
年

度
中
に
は
、
抜
本
的
な
整
備
工
事

を
見
込
ん
で
い
る
。

は
す
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